血清ナトリウムおよびクロール値の差とメタボリック症候群の関係 by 木村 寿宏
博士論文審査結果の要旨 
 
                               学位申請者  木 村 寿 宏 
主論文  １編 
Sodium-chloride Difference and Metabolic Syndrome: A Population-based Large-scale Cohort 
Study 
Intern Med. 2016;55(21):3085-3090. 
審 査 結 果 の 要 旨 
メタボリック症候群(Mets)は高血圧，高血糖，脂質異常，肥満といった複数の心血管イベ
ントの危険因子で定義されている．Mets のハイリスク群を早期に特定することは心血管合
併症の予防の為に有用である．高Na血症はうっ血性心不全やCKDの死亡率と関連があり，
高血圧症患者では低 Cl 血症も致死率と関連があると報告されている．現状では血清 Na 値と
血清 Cl 値と Mets の関連は不明である． 
申請者は横断および縦断研究で血清Na値と血清Cl値の差とMets発症について検討した． 
横断研究に関しては 2001 年に御池クリニックを受診した悪性腫瘍，肝硬変などを有さない
4127 名をのうち，データに不備があったもの 252 名を除外した 3875 名を解析対象とした．
血清 Na 値，血清 Cl 値，および Na-Cl 値に関し，Mets の有無に関わらず比較し，その他の
臨床的，生化学的パラメーターを比較した．縦断研究に関しては Mets をすでに罹患してい
る 521 名を除外した．またデータ追跡が不可能であった 2 名を除外し，3352 名を対象とし
た．メタボリック症候群に該当しない 3354 名、該当する 521 名に関し、四分位で Na-Cl 値
が最も高い（>43mmol/l）群では最も低い（38mmol/l）群と比較して年齢，性別，BMI，収
縮期血圧，空腹時血糖，中性脂肪，HDL コレステロール，尿酸，生活習慣因子で補正して
も Mets が存在するリスクが高かった．（OR1.76,95％CI 1.27-2.45，ｐ＝0.0007）また四分位
で Na-Cl 値が最も高い（>43mmol/l）群では最も低い（38mmol/l）群と比較して各因子で補
正しても Mets 発症のリスクが高かった． 
 以上が本論文の要旨であるが，血清Na値と血清 Cl 値と Mets の関連を明らかにした点で，
医学上価値ある研究と認める． 
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